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カントの啓蒙思想などへと受け継がれていった（Brown and Held 2010, pp.3-4；北村2003）。ストア派
の哲学では人類共同体への個人の帰属が強調され、カントの思想ではそれに加えてコスモポリタンな権利
が強調された（Held 2010a, pp.39-43）。また、『永遠平和のために』に代表されるカントの政治思想の後






















































ある（Held 2009, pp.542-543；2010a, pp.143-146）。
それら国境を越えた問題に対して、グローバル及び地域レベルのガバナンスは実効性と民主的正当性の







を修復し、「同等性（equivalence）の原理」を実現する必要がある（Held 2009, p.544；2010a, pp.160-
165；See also Held 1995）。言い換えると、国民国家を前提に発達してきた近代の代表制民主主義のもと
では、国民国家の変容と国境を越えた問題の増大によって人々は自由で平等な自己決定としての民主的自












































































と長期的手段を設定している（Held 2010a, pp.251-252, Table3）。
以上、ヘルドの議論を概観したが、そのほかのコスモポリタン・デモクラシーの主張とあわせてそれら
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